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【手続補正書】
【提出日】平成28年7月15日(2016.7.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　溶液を調製するためのシステムであって、前記システムは、
　ａ）混合室と、
　ｂ）少なくとも１つの固形物と少なくとも１つの液体を混合することにより溶液を調製
することが可能な自動化溶液ディスペンサーと、
　ｃ）ｐＨ、温度、化学組成、重量、流量、伝導率、濁度、密度、静電容量、および粘度
からなる群から選択された前記溶液の１つ以上の特性を感知することが可能な溶液センサ
ーを備えるセンサーと、
　ｄ）前記自動化溶液ディスペンサーに動作可能にリンクされている制御システムであっ
て、前記制御システムは、ユーザーインターフェースを備え、前記制御システムは、前記
溶液の目標特性が検出されるまで前記少なくとも１つの固形物を前記混合室に制御可能に
供給するように構成されている、制御システムと
　を備え、
　前記システムは、
　ｉ．ユーザーからの溶液発注書に従って前記少なくとも１つの固形物と前記少なくとも
１つの液体とを混合することと、
　ｉｉ．混合前に前記少なくとも１つの固形物の重量を決定することと
　を実行することが可能であり、
　前記溶液は、実験室溶液を含む、システム。
【請求項２】
　前記溶液発注書は、リモートロケーションから前記ユーザーによって提供される、請求
項１に記載のシステム。
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【請求項３】
　前記溶液発注書は、溶液調製についての格納されている仕様にリンクされる、請求項１
に記載のシステム。
【請求項４】
　前記制御システムは、手作業による介入なしで、少なくとも４つの溶液を調製する、請
求項１に記載のシステム。
【請求項５】
　前記自動化溶液ディスペンサーは、少なくとも４つの固形物を投与および混合する、請
求項１に記載のシステム。
【請求項６】
　前記少なくとも４つの固形物は、前記制御システム内に貯蔵される、請求項５に記載の
システム。
【請求項７】
　前記少なくとも４つの固形物のうちの１つまたは複数は、前記ユーザーによって前記制
御システムに加えられる一方で、前記少なくとも４つの固形物のうちの別のものは、前記
制御システムによって混合される、請求項５に記載のシステム。
【請求項８】
　前記少なくとも１つの液体は、少なくとも２つの液体を含む、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項９】
　前記制御システムは、前記溶液の目標組成を格納する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１０】
　前記制御システムは、酸性または塩基性の溶液を用いて前記溶液を滴定することにより
、前記溶液発注書において指定された目標ｐＨを達成する、請求項９に記載のシステム。
【請求項１１】
　前記制御システムは、少なくとも９５％の精度で前記溶液発注書に従って前記実験室溶
液を調製する、請求項１に記載のシステム。
【請求項１２】
　前記制御システムは、（１）前記少なくとも１つの固形物または前記少なくとも１つの
液体の現在のストックレベルまたは推定されるストックレベルを追跡し、（２）前記現在
のストックレベルまたは推定されるストックレベルが所定のレベルを下回ったとき、前記
少なくとも１つの固形物または前記少なくとも１つの液体についての購買発注書を提案す
る、請求項１に記載のシステム。
【請求項１３】
　前記溶液の前記１つ以上の特性は、時間をかけて測定される、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項１４】
　前記システムは、前記センサーを較正するように構成されており、前記システムは、前
記センサーの状態を追跡するように構成されている、請求項１に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記センサーの前記状態が前記センサーの指定された動作パラメータの範囲外で動作し
ているとみなされる場合に前記センサーに対する交換品を発注することを容易にするよう
にさらに適合させられる、請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記溶液の少なくとも１つの成分の送達のために前記混合室に動作可能にリンクされる
少なくとも１つの制御可能なインレットポートをさらに備える、請求項１に記載のシステ
ム。
【請求項１７】
　前記少なくとも１つの制御可能なインレットポートは、前記少なくとも１つの固形物を
前記混合室に制御可能に供給する制御可能な固形物用ポートを備える、請求項１６に記載
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のシステム。
【請求項１８】
　前記制御可能な固形物用ポートは、固形物投与機構と係合可能である固形物分注システ
ムを備え、前記固形物投与機構は、前記固形物投与機構との係合と係合解除とをするよう
に移動可能である投与機構駆動装置を用いて、前記少なくとも１つの固形物の投与量分を
制御可能に分注する、請求項１７に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記固形物投与機構は、係合しているときに、前記投与機構駆動装置によって前記少な
くとも１つの固形物の前記投与量分を分注するために駆動可能である、請求項１８に記載
のシステム。
【請求項２０】
　前記混合室の前記少なくとも１つの制御可能なインレットポートから前記固形物投与機
構に向けて延びる移動可能な管をさらに備え、前記移動可能な管は、係合したときに、前
記固形物分注システムと前記混合室との間に経路を形成し、前記経路を前記少なくとも１
つの固形物が通過する、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記固形物投与機構は、投与スクリューをさらに備え、前記投与スクリューは、前記投
与スクリューの長手方向軸の周りに回転可能であり、前記投与スクリューは、前記少なく
とも１つの固形物を運ぶ、請求項１８に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記制御システムは、前記固形物投与機構が駆動される時間および速度に応じて、前記
少なくとも１つの固形物の前記投与量分の重量を決定するように構成されている、請求項
１８に記載のシステム。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つの制御可能なインレットポートは、前記混合室に前記少なくとも１
つの液体を制御可能に供給するための制御可能な液体インレットポートを備える、請求項
１７に記載のシステム。
【請求項２４】
　前記センサーは、混合前の前記溶液の前記１つ以上の特性を測定する、請求項１に記載
のシステム。
【請求項２５】
　前記センサーは、容器から前記少なくとも１つの固形物を分注した後の前記容器の重量
減少を決定するように構成された秤量デバイスに結合される、請求項２４に記載のシステ
ム。
【請求項２６】
　前記制御システムは、前記容器の前記重量減少に基づいて、前記少なくとも１つの固形
物の目標重量が到達されるまで前記混合室に前記少なくとも１つの固形物を制御可能に供
給するように構成されている、請求項２５に記載のシステム。
【請求項２７】
　前記センサーは、固形物秤量デバイスに結合され、前記固形物秤量デバイスは、前記少
なくとも１つの固形物を、前記固形物投与機構から受け取り、秤量し、前記混合室内に分
注する、請求項２４に記載のシステム。
【請求項２８】
　前記制御システムは、前記少なくとも１つの固形物の目標重量が到達されるまで前記少
なくとも１つの固形物を前記混合室に制御可能に供給する、請求項１に記載のシステム。
【請求項２９】
　前記センサーは、清浄度を測定する伝導率センサーまたは濁度センサーである、請求項
１に記載のシステム。
【請求項３０】
　前記制御システムは、少なくとも１回の自己洗浄サイクルを実行し、前記自己洗浄サイ
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クルは、前記混合室に動作可能にリンクされる少なくとも１つの制御可能なインレットポ
ートから１つ以上のアウトレットポートの吐出口へ通る流動可能な経路を洗浄する、請求
項２９に記載のシステム。
【請求項３１】
　センサーは、前記溶液の温度を測定するように構成されており、前記制御システムは、
目標温度と前記溶液の前記温度とに基づいて前記溶液の前記温度を制御するために加熱シ
ステムおよび／または冷却システムを制御するように構成されている、請求項１に記載の
システム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　本発明の新規性のある特徴は、付属の請求項において詳細に説明される。本発明の特徴
および利点については、付属の図面に示されている、本発明の原理が利用されている例示
的な実施形態を取りあげた、以下の詳細な説明を参照することにより、より詳しく理解す
ることができる。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
溶液を調製するためのシステムであって、前記システムは、
　ａ）少なくとも１つの固形物と１つの液体を混合することができる自動化溶液ディスペ
ンサーと、
　ｂ）ユーザーインターフェースを備える、前記溶液ディスペンサーに動作可能にリンク
されている制御システムと
を備え、
前記システムは、
　ｉ．ユーザーからの溶液発注書に従って前記固形物と前記液体とを混合することと、
　ｉｉ．混合前に前記少なくとも１つの固形物の重量を決定することと
を実行することができ、
　前記溶液は、実験室溶液を含む、
システム。
（項目２）
前記制御システムは、リモートロケーションからアクセスされるように装備されている、
項目１に記載のシステム。
（項目３）
前記溶液発注書は、リモートロケーションから入力される、項目２に記載のシステム。
（項目４）
前記溶液発注書は、溶液調製に対する仕様を含む、項目１に記載のシステム。
（項目５）
前記溶液発注書は、溶液調製についての格納されている仕様にリンクされる、項目１に記
載のシステム。
（項目６）
前記自動化溶液ディスペンサーは、自己洗浄することができる、項目１に記載のシステム
。
（項目７）
前記溶液は、約２５ｍｌ、５０ｍｌ、１００ｍｌ、２５０ｍｌ、５００ｍｌ、１ｌ、２ｌ
、５ｌまたはそれよりも多くである、項目１に記載のシステム。
（項目８）
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前記システムは、手作業による介入なしで、２、３、４、５、１０、１５、２５、５０、
１００、またはそれよりも多くの溶液を調製することができる、項目１に記載のシステム
。
（項目９）
前記自動化溶液ディスペンサーは、さらに、少なくとも２、３、４、５、１０、１５、２
５、５０、１００、またはそれよりも多くの固形物を投与および混合することができる、
項目１に記載のシステム。
（項目１０）
前記少なくとも２、３、４、５、１０、２５、５０、１００、またはそれよりも多くの固
形物は、すべて、前記システム内に貯蔵される、項目９に記載のシステム。
（項目１１）
前記少なくとも２、３、４、５、１０、２５、５０、１００、またはそれよりも多くの固
形物のうちの１つまたは複数は、ユーザーによって前記システムに加えられる一方で、前
記少なくとも２、３、４、５、１０、２５、５０、１００、またはそれよりも多くの固形
物のうちの別のものは、前記システムによって混合されている、項目９に記載のシステム
。
（項目１２）
前記自動化溶液ディスペンサーは、さらに、少なくとも２つまたはそれよりも多くの液体
を投与し、前記少なくとも１つの固形物と混合することができる、項目１に記載のシステ
ム。
（項目１３）
前記システムは、前記溶液のｐＨを監視することができる、項目１に記載のシステム。
（項目１４）
前記システムは、前記溶液を酸性または塩基性の溶液で滴定することにより、指定された
目標ｐＨを達成することができる、項目１３に記載の方法。
（項目１５）
前記実験室溶液は、生物学的溶液である、項目１に記載のシステム。
（項目１６）
前記システムは、少なくとも９５％、９９％、９９．５％、９９．９％、またはそれより
も高い精度で前記実験室溶液を調製することができる、項目１に記載のシステム。
（項目１７）
前記実験室溶液は、クエン酸、メタノール、エタノール、アセトニトリル、ヘキサン、Ｂ
ＳＡ　Ｎａ２ＨＰＯ４、ＮａＨ２ＰＯ４、イミダゾール、ヘキサン、メタノール、エタノ
ール、アセトニトリル、クエン酸ナトリウム、酢酸ナトリウム、酢酸、炭酸ナトリウム、
重炭酸ナトリウム、２－（Ｎ－モルホリノ）エタンスルホン酸（ＭＥＳ）、２－［ビス（
２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－（ヒドロキシメチル）プロパン－１，３－ジオー
ル（ビス－トリス）、Ｎ－（２－アセトアミド）イミノ２酢酸（ＡＤＡ）、２－（カルバ
モイルメチルアミノ）エタンスルホン酸（ＡＣＥＳ）、１，４－ピペラジンジエタンスル
ホン酸（ＰＩＰＥＳ）、３－（Ｎ－モルホリノ）－２－ヒドロキシプロパンスルホン酸（
ＭＯＰＳＯ）、１，３－ビス（トリス（ヒドロキシメチル）メチルアミノ）プロパン（ビ
ス－トリスプロパン）、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）－２－アミノエタンスル
ホン酸（ＢＥＳ）、３－モルホリノプロパン－１－スルホン酸（ＭＯＰＳ）、４－（Ｎ－
モルホリノ）ブタンスルホン酸（ＭＯＢＳ）、２－［［１，３－ジヒドロキシ－２－（ヒ
ドロキシメチル）プロパン－２－イル］アミノ］エタンスルホン酸（ＴＥＳ）、２－［４
－（２－ヒドロキシエチル）ピペラジン－１－イル］エタンスルホン酸（ＨＥＰＥＳ）、
３－［ビス（２－ヒドロキシエチル）アミノ］－２－ヒドロキシプロパン－１－スルホン
酸（ＤＩＰＳＯ）、３－［［１，３－ジヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）プロパン
－２－イル］アミノ］－２－ヒドロキシプロパン－１－スルホン酸（ＴＡＰＳＯ）、２－
アミノ－２－ヒドロキシメチル－プロパン－１，３－ジオール（ＴＲＩＺＭＡ）、４－（
２－ヒドロキシエチル）ピペラジン－１－（２－ヒドロキシプロパンスルホン酸）（ＨＥ
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ＰＰＳＯ）、２－ヒドロキシ－３－［４－（２－ヒドロキシ－３－スルホプロピル）ピペ
ラジン－１－イル］プロパン－１－スルホン酸（ＰＯＰＳＯ）、ＴＥＡ、４－（２－ヒド
ロキシエチル）－１－ピペラジンプロパンスルホン酸、４－（２－ヒドロキシエチル）ピ
ペラジン－１－プロパンスルホン酸（ＥＰＰＳ）、Ｎ－（２－ヒドロキシ－１，１－ビス
（ヒドロキシメチル）エチル）グリシン（トリシン）、グリシル－グリシン（Ｇｌｙ－Ｇ
ｌｙ）、Ｎ，Ｎ－ビス（２－ヒドロキシエチル）グリシン（ビシン）、Ｎ－（２－ヒドロ
キシエチル）ピペラジン－Ｎ’－（４－ブタンスルホン酸）（ＨＥＰＢＳ）、３－［［１
，３－ジヒドロキシ－２－（ヒドロキシメチル）プロパン－２－イル］アミノ］プロパン
－１－スルホン酸（ＴＡＰＳ）、２－アミノ－２－メチル－１，３－プロパンジオール（
ＡＭＰＤ）、Ｎ－トリス（ヒドロキシメチル）－４－アミノブタンスルホン酸（ＴＡＢＳ
）、Ｎ－（１，１－ジメチル－２－ヒドロキシエチル）－３－アミノ－２－ヒドロキシプ
ロパンスルホン酸（ＡＭＰＳＯ）、２－（シクロヘキシルアミノ）エタンスルホン酸（Ｃ
ＨＥＳ）、Ｎ－シクロヘキシル－２－ヒドロキシル－３－アミノプロパンスルホン酸（Ｃ
ＡＰＳＯ）、２－アミノ－２－メチル－１－プロパノール（ＡＭＰ）、３－（シクロヘキ
シルアミノ）－１－プロパンスルホン酸（ＣＡＰＳ）、および、４－（シクロヘキシルア
ミノ）－１－ブタンスルホン酸（ＣＡＢＳ）からなる群からの１つまたは複数の試薬を含
む、項目１に記載のシステム。
（項目１８）
前記実験室溶液は、約２～７の範囲のｐＨで指定される、項目７に記載のシステム。
（項目１９）
前記実験室溶液は、約７～１１の範囲のｐＨで指定される、項目７に記載のシステム。
（項目２０）
前記実験室溶液は、群１～３６にリストされている溶液から選択される、項目１に記載の
システム。
（項目２１）
前記実験室溶液は、１～２、２～３、３～４、４～５、５～１０、１０～１５、１５～２
０、２０～３０、３０～４０、４０～５０、５０～６０、６０～７０、または７０～８０
の範囲にある誘電率を有する溶媒を含む、項目１に記載のシステム。
（項目２２）
前記システムは、浄水器をさらに備える、項目１に記載のシステム。
（項目２３）
前記システムは、濾過システムをさらに備える、項目１に記載のシステム。
（項目２４）
少なくとも１つの固形物または少なくとも１つの液体の消費量、現在のもしくは推定され
る将来のストックレベルが、追跡される、項目１に記載のシステム。
（項目２５）
少なくとも１つの固形物または少なくとも１つの液体の消費量、現在のもしくは推定され
る将来のストックレベルが、リモートロケーションにおいて追跡される、項目２４に記載
のシステム。
（項目２６）
購買発注書は、固形物または液体について提案される、項目２４に記載のシステム。
（項目２７）
購買発注書は、複数の固形物、液体、または、各々の少なくとも１つの組み合わせについ
て提案される、項目２４に記載のシステム。
（項目２８）
前記購買発注書は、自動的に提出される、項目２６に記載のシステム。
（項目２９）
前記購買発注書は、ユーザーによって導入された１つまたは複数の試薬発注基準に従って
提出される、項目２６に記載のシステム。
（項目３０）
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１つまたは複数の列挙された溶液についての命令が、前記制御システム内にプログラムさ
れる、項目１に記載のシステム。
（項目３１）
前記１つまたは複数の列挙された溶液は、結晶学スクリーニング溶液または液体クロマト
グラフィ用の溶液を含む、項目３０に記載のシステム。
（項目３２）
前記１つまたは複数の列挙された溶液についての命令は、リモートロケーションから提供
される、項目３０に記載のシステム。
（項目３３）
前記１つまたは複数の列挙された溶液に対する前記命令は、ユーザーによって提供される
、項目３０に記載のシステム。
（項目３４）
前記１つまたは複数の列挙された溶液に対する前記命令は、権限が与えられているシステ
ムから提供される、項目３０に記載のシステム。
（項目３５）
前記制御システムは、少なくとも１つの二次システムを制御するユーザーにアクセス権を
与えるようにさらに構成される、項目１に記載のシステム。
（項目３６）
前記二次システムは、カメラ、光検出器、移動可能な光学系、放射能検出器、光源、電源
、電圧レギュレータ、電圧計、電流計、熱電対、温度計、ポテンショメーター、オシレー
ター、加熱装置、冷却装置、ポンプ、圧力調整器、クロマトグラフィ系、撹拌機、振盪器
、ソニケータ、真空源、秤、遠心分離機、濾過デバイス、タイマー、モニター、ロボット
式アーム、自動ピペット操作システム、容積移送式ポンプ、および、プリンタからなる群
から選択された少なくとも１つのコンポーネントを備える、項目３５に記載のシステム。
（項目３７）
前記二次システムの前記制御は、ユーザーインストールデバイスドライバによって容易に
される、項目３５に記載のシステム。
（項目３８）
前記制御システムは、アプリケーションプログラミングインターフェースを通じてユーザ
ーにアクセス権を与えるようにさらに構成される、項目１に記載のシステム。
（項目３９）
ユーザーインストールコンピュータプログラムをさらに備え、前記コンピュータプログラ
ムは、前記自動化溶液ディスペンサーから発信されるデータを操作することができる、項
目３８に記載のシステム。
（項目４０）
ユーザーインストールコンピュータプログラムをさらに備え、前記コンピュータプログラ
ムは、前記二次システムから発信されるデータを操作することができる、項目３８に記載
のシステム。
（項目４１）
前記自動化溶液ディスペンサーおよび前記二次システムは、別々の提供者から取得される
、項目３５に記載のシステム。
（項目４２）
前記自動化溶液ディスペンサーおよび前記二次システムは、別々の生産者によって製造さ
れる、項目３５に記載のシステム。
（項目４３）
前記ユーザーが前記自動化溶液ディスペンサーを提供する事業体の一員でないことを条件
とする、項目３５に記載のシステム。
（項目４４）
前記ユーザーが前記自動化溶液ディスペンサーを製造する事業体の一員でないことを条件
とする、項目３５に記載のシステム。
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（項目４５）
メモリストレージユニットをさらに備える、項目１に記載のシステム。
（項目４６）
少なくとも１つの動作パラメータが、前記メモリストレージユニットに格納される、項目
４５に記載のシステム。
（項目４７）
前記制御システムは、少なくとも１つの動作パラメータを測定するように構成される、項
目１に記載のシステム。
（項目４８）
前記少なくとも１つの動作パラメータは、動作時間、温度、ｐＨ、濁度、体積、伝導率、
静電容量、および、溶液の組成からなる群から選択される、項目４６または４７に記載の
システム。
（項目４９）
前記少なくとも１つの動作パラメータは、時間をかけて測定される、項目４７に記載のシ
ステム。
（項目５０）
前記システムは、センサーとして較正するように構成され、前記センサーは、前記少なく
とも１つの動作パラメータを測定するように構成される、項目４７に記載のシステム。
（項目５１）
前記センサーの状態を追跡するように構成される、項目５０に記載のシステム。
（項目５２）
前記センサーの前記状態がその指定された動作パラメータの範囲外で動作しているとみな
される場合に前記センサーに対する交換品を発注することを容易にするようにさらに適合
させられる、項目５１に記載のシステム。
（項目５３）
前記制御システムは、前記少なくとも１つの動作パラメータを出力することができる、項
目４６に記載のシステム。
（項目５４）
前記システムは、少なくとも１つの制御可能なインレットポートをさらに備え、前記少な
くとも１つの制御可能なインレットポートは、溶液の少なくとも１つの成分を制御可能に
受け取る、項目１に記載のシステム。
（項目５５）
少なくとも１つの混合室をさらに備える、項目１に記載のシステム。
（項目５６）
少なくとも１つの制御可能なインレットポートは、溶液の少なくとも１つの成分の送達の
ために前記少なくとも１つの混合室に動作可能にリンクされる、項目５５に記載のシステ
ム。
（項目５７）
前記少なくとも１つの制御可能なインレットポートは、１つまたは複数の固形物源から前
記少なくとも１つの混合室に固体成分を制御可能に供給することができる制御可能な固形
物用ポートを備える、項目５６に記載のシステム。
（項目５８）
前記制御可能な固形物用ポートは、固形物投与機構と係合可能である固形物分注システム
を備え、前記固形物投与機構は、固形物源から前記少なくとも１つの固形物の投与量分を
制御可能に分注することができる、項目５７に記載のシステム。
（項目５９）
前記固形物分注システムは、前記固形物投与機構と係合し、そして係合解除するように移
動可能である投与機構駆動装置を備える、項目５８に記載のシステム。
（項目６０）
前記固形物投与機構は、係合したときに、前記投与機構駆動装置によって前記少なくとも
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１つの固形物の前記投与量分を分注するために駆動可能である、項目５９に記載のシステ
ム。
（項目６１）
前記少なくとも１つの混合室のインレットから前記固形物投与機構に向けて延びる移動可
能な管をさらに備える、項目５８に記載のシステム。
（項目６２）
前記移動可能な管は、固形物源から分注される固形物を受け取るためのインレット、前記
少なくとも１つの混合室の前記インレットに結合されたアウトレットを備え、前記少なく
とも１つの固形物をその中に通過させるように構成される、項目６１に記載のシステム。
（項目６３）
前記移動可能な管は、前記固形物投与機構と係合し、そして係合解除するように移動可能
である、項目６１に記載のシステム。
（項目６４）
係合したときに、前記移動可能な管は、前記固形物分注システムと前記少なくとも１つの
混合室との間に経路を形成し、前記経路を前記少なくとも１つの固形物が通過することが
できる、項目６３に記載のシステム。
（項目６５）
前記移動可能な管は、前記移動可能な管の内面に固形物が付着するのを防ぐことができる
形状を備える、項目６１に記載のシステム。
（項目６６）
前記移動可能な管の少なくとも１つの壁は、固形物がはじかれるように、帯電させられる
か、または、非粘着材料でコーティングされる、項目６１に記載のシステム。
（項目６７）
前記固形物投与機構は投与スクリューをさらに備え、前記投与スクリューは、前記投与ス
クリューの長手方向軸の周りに回転可能であり、前記投与スクリューは、前記少なくとも
１つの固形物を運ぶことができる、項目５９に記載のシステム。
（項目６８）
前記固形物投与機構は、前記投与スクリューに結合された回転可能な基部をさらに備え、
前記回転可能な基部は、前記投与スクリューと連携して回転可能である、項目６７に記載
のシステム。
（項目６９）
前記固形物投与機構は、前記投与スクリューから前記少なくとも１つの固形物を受け取る
ための固形物用アウトレットをさらに備える、項目６８に記載のシステム。
（項目７０）
前記長手方向軸の周りに回転させられたときに、前記投与スクリューは、前記少なくとも
１つの固形物を固形物用インレットから前記固形物用アウトレットに運ぶ、項目６９に記
載のシステム。
（項目７１）
前記投与スクリューおよび前記回転可能な基部は、前記固形物用アウトレットが開いてい
る開位置と、前記固形物用アウトレットが閉じられている閉位置との間で、前記投与スク
リューの前記長手方向軸に沿って移動可能である、項目７０に記載のシステム。
（項目７２）
前記投与スクリューおよび前記回転可能な基部は、前記投与スクリューを駆動するために
ギアゲートに結合される、項目７１に記載のシステム。
（項目７３）
前記ギアゲートは、前記投与機構駆動装置によって駆動可能である、項目７２に記載のシ
ステム。
（項目７４）
前記投与スクリューおよび前記回転可能な基部は、前記閉位置に付勢される、項目７１に
記載のシステム。
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（項目７５）
前記制御システムは、所望の時間に前記固形物源から分注された前記少なくとも１つの固
形物の投与量分の重量を決定するように構成され、随意に、前記所望の時間は、前記固形
物投与機構が駆動される速度に応じて選択される、項目７０に記載のシステム。
（項目７６）
前記制御システムは、前記固形物投与機構が駆動される時間および速度に応じて、前記固
形物源からの前記固形物の前記投与量分の重量を決定するように構成される、項目５８に
記載のシステム。
（項目７７）
前記固形物源からの固形物の前記投与量分の前記決定された重量は、追跡されることによ
り、前記固形物源中に残された固形物の量を監視する、項目７６に記載のシステム。
（項目７８）
固形物の前記投与量分の前記重量は、前記固形物源を貯蔵する固形物容器の重量を測定す
ることによって決定される、項目７７に記載のシステム。
（項目７９）
残されている固形物の供給分がユーザー規定閾値よりも低くなったときに固形物をさらに
発注することを容易にするように構成される、項目７４に記載のシステム。
（項目８０）
前記固形物源は、前記少なくとも１つの固形物を収容する容器である、項目５８に記載の
システム。
（項目８１）
前記固形物投与機構は、前記容器に結合可能である、項目８０に記載のシステム。
（項目８２）
前記システムは、複数の容器をさらに備え、各々の容器は、固形物投与機構に結合可能で
ある、項目８０に記載のシステム。
（項目８３）
前記複数の容器は、収容されている固形物の分注を可能にするように容器が前記制御可能
なインレットポートと位置合わせされる少なくとも１つの分注位置と、前記容器が前記制
御可能なインレットポートと位置合わせされていない貯蔵位置との間で制御可能に移動可
能である、項目８２に記載のシステム。
（項目８４）
前記複数の容器のうちの少なくとも１つは、知られている重量の基準分銅を有する秤較正
容器を備え、前記分銅は、前記秤較正容器に結合解除可能および結合可能であり、前記結
合および結合解除は、モーターの回転によって制御され、前記秤較正容器は、前記秤によ
って秤量している間に、前記基準分銅を結合し、そして結合解除することによって秤の較
正を容易にする、項目８３に記載のシステム。
（項目８５）
前記複数の容器は、前記容器が前記分注位置と貯蔵位置との間で移動可能なように、回転
軸を有するターンテーブル上に配置される、項目８３に記載のシステム。
（項目８６）
前記容器は、前記容器を前記ターンテーブルから取り外すことと前記ターンテーブル上に
取り付けることとを容易にするためにアクセスポートにさらに移動可能である、項目８５
に記載のシステム。
（項目８７）
前記少なくとも１つの制御可能なインレットポートは、１つまたは複数の液体源から前記
少なくとも１つの混合室に液体を制御可能に供給するための制御可能な液体インレットポ
ートを備える、項目５６に記載のシステム。
（項目８８）
前記１つまたは複数の液体源は、連続的供給源、前記システムの内部にあるレザバ、また
は、前記システムの外部にあるレザバを備える、項目８７に記載のシステム。
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（項目８９）
前記制御可能な液体インレットポートは、前記制御システムに結合された１つまたは複数
のポンプを備える、項目５６に記載のシステム。
（項目９０）
前記制御システムは、前記１つまたは複数のポンプが前記１つまたは複数の液体源から所
望の量の液体を分注することができるように、前記１つまたは複数のポンプを制御するよ
うに構成される、項目８９に記載のシステム。
（項目９１）
前記１つまたは複数のポンプは、蠕動ポンプ、シリンジポンプ、ピストンポンプ、往復ポ
ンプ、膜ポンプ、スクリューポンプ、回転ローブポンプ、ギアポンプ、または、プランジ
ャポンプを含む、項目９０に記載のシステム。
（項目９２）
前記少なくとも１つの混合室は、前記少なくとも１つの混合室の少なくとも１つの壁に配
置された１つまたは複数の洗浄ノズルを備え、前記ノズルは、少なくとも１つの噴霧イン
レットポートに結合され、前記少なくとも１つの混合室の内側で、受け取った洗浄流体を
噴霧するように配置構成される、項目５５に記載のシステム。
（項目９３）
前記システムは、少なくとも１つのセンサーをさらに備える、項目１に記載のシステム。
（項目９４）
前記少なくとも１つのセンサーは、前記溶液の少なくとも１つの特性を感知する、項目９
３に記載のシステム。
（項目９５）
前記少なくとも１つのセンサーは、混合前の溶液の少なくとも１つの成分の少なくとも１
つの特性を感知する、項目９３に記載のシステム。
（項目９６）
前記少なくとも１つのセンサーは、前記容器から前記少なくとも１つの固形物を分注した
後の前記容器の重量減少を決定するように構成された秤量デバイスに結合される、項目９
５に記載のシステム。
（項目９７）
前記制御システムは、前記容器の前記重量減少に基づいて、前記少なくとも１つの固形物
の目標重量が到達されるまで前記混合室に前記固形物を制御可能に供給するように構成さ
れる、項目９６に記載のシステム。
（項目９８）
前記少なくとも１つのセンサーは、固形物秤量デバイスに結合され、前記固形物秤量デバ
イスは、前記少なくとも１つの固形物を、前記固形物投与機構から受け取り、秤量し、前
記少なくとも１つの混合室内に分注することができる、項目９５に記載のシステム。
（項目９９）
前記固形物秤量デバイスは、前記少なくとも１つの固形物を受け取るための移動可能なレ
セプタクルと、前記分注された固形物を秤量するために前記移動可能なレセプタクルに結
合された秤量デバイスと、前記少なくとも１つの固形物を秤量後に前記混合室内に分注す
るための分注機構とを備える、項目９８に記載のシステム。
（項目１００）
前記秤量デバイスは、ロードセルまたは力補償電磁石を備える、項目９６に記載のシステ
ム。
（項目１０１）
前記分注機構は、前記少なくとも１つの固形物を前記固形物投与機構から受け取るときに
前記移動可能なレセプタクルを受け取り位置に移動するように構成され、前記少なくとも
１つの固形物を前記混合室内に分注するときに前記移動可能なレセプタクルを分注位置に
移動するように構成される、項目９９に記載のシステム。
（項目１０２）
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前記少なくとも１つのセンサーは、固形物を前記少なくとも１つの混合室内に受けた後の
前記少なくとも１つの混合室の重量増加を決定するように構成された秤量デバイスを備え
る、項目５５に記載のシステム。
（項目１０３）
前記制御システムは、前記固形物の目標重量が到達されるまで前記固形物を前記混合室に
制御可能に供給するように構成される、項目１０２に記載のシステム。
（項目１０４）
前記少なくとも１つのセンサーは、前記溶液の１つまたは複数の特性を感知することがで
きる溶液センサーを備える、項目９３に記載のシステム。
（項目１０５）
前記制御システムは、前記溶液の目標特性が検出されるまで前記少なくとも１つの固形物
を前記少なくとも１つの混合室に制御可能に供給するように構成される、項目１０４に記
載のシステム。
（項目１０６）
前記特性は、ｐＨ、温度、化学組成、重量、流量、伝導率、濁度、密度、静電容量、およ
び、粘度からなる群から選択される、項目９４に記載のシステム。
（項目１０７）
前記少なくとも１つのセンサーは、清浄度を測定する、項目９３に記載のシステム。
（項目１０８）
前記システムは、少なくとも１回の自己洗浄サイクルを実行する、項目６に記載のシステ
ム。
（項目１０９）
前記制御システムは、清浄度に基づいて、追加の自己洗浄サイクルを開始する、項目１０
７に記載のシステム。
（項目１１０）
少なくとも１つのインレットポートは、洗浄流体を前記少なくとも１つの混合室内に投入
するように制御される、項目５５に記載のシステム。
（項目１１１）
少なくとも１つのアウトレットポートは、洗浄流体を前記少なくとも１つの混合室から分
注するように制御される、項目５５に記載のシステム。
（項目１１２）
前記少なくとも１つの混合室は、前記少なくとも１つの混合室の少なくとも１つの壁に配
置された１つまたは複数の洗浄ノズルを備え、前記ノズルは、少なくとも１つの噴霧イン
レットポートに結合され、前記室の内側で洗浄流体を噴霧するように配置構成される、項
目５５に記載のシステム。
（項目１１３）
前記制御システムは、前記自己洗浄サイクルを実行するように構成され、少なくとも１つ
の噴霧インレットポートは、洗浄流体を前記少なくとも１つの混合室内に投入するように
制御され、制御可能なアウトレット弁は、前記洗浄流体を分注するように制御される、項
目５５に記載のシステム。
（項目１１４）
少なくとも１つの噴霧インレットポートは、前記少なくとも１つの混合室の内側で洗浄流
体を噴霧するように配置構成された１つまたは複数の洗浄ノズルに結合される、項目５５
に記載のシステム。
（項目１１５）
少なくとも１つの噴霧インレットポートは、前記少なくとも１つの混合室の内側で洗浄流
体を噴霧するように配置構成された複数のノズルを備えるスプレーボールに結合される、
項目５５に記載のシステム。
（項目１１６）
前記少なくとも１つのインレットポートは、前記洗浄流体を供給するためのポンプに結合
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される、項目１１２に記載のシステム。
（項目１１７）
前記洗浄流体は、圧力下で供給される、項目１１６に記載のシステム。
（項目１１８）
前記少なくとも１つの噴霧インレットポートは、前記洗浄流体中に洗剤を分注するための
洗剤源に結合される、項目１１２に記載のシステム。
（項目１１９）
前記洗剤源は、注入ポンプを備える、項目１１８に記載のシステム。
（項目１２０）
前記洗浄サイクルは、前記少なくとも１つの混合室と結合された１つまたは複数のインレ
ットポートから１つまたは複数のアウトレットポートの吐出口へ通る流動可能な経路を洗
浄する、項目１０８に記載のシステム。
（項目１２１）
前記制御システムに結合された制御可能な乾燥システムをさらに備える、項目５５に記載
のシステム。
（項目１２２）
前記制御システムは、前記制御可能な乾燥システムを制御することによって前記少なくと
も１つの混合室において乾燥サイクルを実行する、項目１２１に記載のシステム。
（項目１２３）
前記制御システムは、前記制御可能な乾燥システムを制御することによって、前記少なく
とも１つの混合室と結合された１つまたは複数のインレットポートから１つまたは複数の
アウトレットポートの吐出口へ通る流動可能な経路において乾燥サイクルを実行する、項
目１２１に記載のシステム。
（項目１２４）
前記制御可能な乾燥システムは、ファン、バキューム、熱源、または、実質的に乾燥した
空気の供給源を備える、項目１２１に記載のシステム。
（項目１２５）
前記システムは、加熱システムをさらに備える、項目１に記載のシステム。
（項目１２６）
前記システムは、冷却システムをさらに備える、項目１に記載のシステム。
（項目１２７）
センサーは、前記溶液の温度を測定するように構成され、前記制御システムは、目標温度
と前記溶液の前記温度とに基づいて前記溶液の前記温度を制御するために前記加熱システ
ムおよび／または前記冷却システムを制御するように構成される、項目１２５に記載のシ
ステム。
（項目１２８）
前記システムは、少なくとも１つのアウトレットポートをさらに備える、項目５５に記載
のシステム。
（項目１２９）
前記少なくとも１つのアウトレットポートは、前記少なくとも１つの混合室に結合される
、項目１２８に記載のシステム。
（項目１３０）
前記少なくとも１つのアウトレットポートを通して前記溶液の流れを制御することができ
る制御可能なアウトレットポート弁をさらに備える、項目１２８～１２９に記載のシステ
ム。
（項目１３１）
前記溶液の撹拌を可能にする少なくとも１つの撹拌システムをさらに備える、項目１に記
載のシステム。
（項目１３２）
前記撹拌は、かき混ぜ、振盪、および、超音波処理からなる群から選択された方法を使用
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して実行される、項目１３１に記載のシステム。
（項目１３３）
前記制御システムは、少なくとも１つの制御可能なインレットポート、少なくとも１つの
入力センサー、少なくとも１つの撹拌システム、少なくとも１つのセンサー、および／ま
たは、少なくとも１つのアウトレットポート弁に結合される、項目１に記載のシステム。
（項目１３４）
前記制御システムは、前記溶液の混合および分注を開始するように構成される、項目１に
記載のシステム。
（項目１３５）
前記制御システムは、動作中に前記自動化溶液ディスペンサーの少なくとも１つの動作パ
ラメータを測定して格納することと、前記少なくとも１つの動作パラメータを前記メモリ
ストレージに格納することとを行うように構成される、項目４５に記載のシステム。
（項目１３６）
前記少なくとも１つの固形物または液体は、中間ベンダーから納入され、前記中間ベンダ
ーは、一次ベンダー価格を超える価格マージンで前記少なくとも１つの固形物または液体
を供給する、項目１～１３５に記載の自動化溶液ディスペンサーを含む方法。
（項目１３７）
前記少なくとも１つの固形物または液体の前記納入は、前記少なくとも１つの固形物また
は液体についての消費またはストックのアラートをきっかけとして実施される、項目１３
６に記載の方法。
（項目１３８）
前記消費ストックアラートは、前記少なくとも１つの固形物または液体の現在のもしくは
推定される将来のストックレベルが現在の閾値よりも下がったときに生成される、項目１
３７に記載の方法。
（項目１３９）
前記少なくとも１つの固形物または液体は、クエン酸、メタノール、エタノール、アセト
ニトリル、ヘキサン、ＢＳＡ、Ｎａ２ＨＰＯ４、ＮａＨ２ＰＯ４、イミダゾール、ヘキサ
ン、メタノール、エタノール、アセトニトリル、クエン酸ナトリウム、酢酸ナトリウム、
酢酸、炭酸ナトリウム、重炭酸ナトリウム、ＭＥＳ、ビス－トリス、ＡＤＡ、ａｃｅｓ、
ＰＩＰＥＳ、ＭＯＰＳＯ、ビス－トリスプロパン、ＢＥＳ、ＭＯＰＳ、ＴＥＳ、ＨＥＰＥ
Ｓ、ＤＩＰＳＯ、ＭＯＢＳ、ＴＡＰＳＯ、ＴＲＩＺＭＡ、ＨＥＰＰＳＯ、ＰＯＰＳＯ、Ｔ
ＥＡ、ＥＰＰＳ、トリシン、Ｇｌｙ－Ｇｌｙ、ビシン、ＨＥＰＢＳ、ＴＡＰＳ、ＡＭＰＤ
、ＴＡＢＳ、ＡＭＰＳＯ、ＣＨＥＳ、ＣＡＰＳＯ、ＡＭＰ、ＣＡＰＳ、または、ＣＡＢＳ
のうちの１つまたは複数を含む、項目１３６～１３８に記載の方法。
（項目１４０）
前記実験室溶液は、約２～７または７～１１の範囲のｐＨで調製される、項目１～１３９
に記載の自動化溶液ディスペンサーを含む方法。
（項目１４１）
前記実験室溶液は、クエン酸、メタノール、エタノール、アセトニトリル、ヘキサン、Ｂ
ＳＡ、Ｎａ２ＨＰＯ４、ＮａＨ２ＰＯ４、イミダゾール、ヘキサン、メタノール、エタノ
ール、アセトニトリル、クエン酸ナトリウム、酢酸ナトリウム、酢酸、炭酸ナトリウム、
重炭酸ナトリウム、ＭＥＳ、ビス－トリス、ＡＤＡ、ａｃｅｓ、ＰＩＰＥＳ、ＭＯＰＳＯ
、ビス－トリスプロパン、ＢＥＳ、ＭＯＰＳ、ＴＥＳ、ＨＥＰＥＳ、ＤＩＰＳＯ、ＭＯＢ
Ｓ、ＴＡＰＳＯ、ＴＲＩＺＭＡ、ＨＥＰＰＳＯ、ＰＯＰＳＯ、ＴＥＡ、ＥＰＰＳ、トリシ
ン、Ｇｌｙ－Ｇｌｙ、ビシン、ＨＥＰＢＳ、ＴＡＰＳ、ＡＭＰＤ、ＴＡＢＳ、ＡＭＰＳＯ
、ＣＨＥＳ、ＣＡＰＳＯ、ＡＭＰ、ＣＡＰＳ、または、ＣＡＢＳのうちの１つまたは複数
を含む、項目１４０に記載の方法。
（項目１４２）
前記実験室溶液は、調製され、前記実験室溶液は、群１～３６にリストされている前記溶
液から選択される、項目１～１３８に記載の自動化溶液ディスペンサーを含む方法。
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（項目１４３）
前記実験室溶液は、調製され、前記実験室溶液は、１～２、２～３、３～４、４～５、５
～１０、１０～１５、１５～２０、２０～３０、３０～４０、４０～５０、５０～６０、
６０～７０、または、７０～８０の範囲にある誘電率を有する溶媒を含む、項目１～１３
８に記載の自動化溶液ディスペンサーを含む方法。
（項目１４４）
前記自動化溶液ディスペンサーは、浄水器をさらに備え、前記実験室溶液の中の水の少な
くとも一部は、前記浄水器によって精製される、項目１～１４３に記載の自動化溶液ディ
スペンサーを含む方法。
（項目１４５）
前記自動化溶液ディスペンサーは、濾過システムをさらに備え、前記溶液の前記成分のう
ちの１つまたは複数が、濾過される、項目１～１４４に記載の自動化溶液ディスペンサー
を含む方法。
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